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米
海
兵
隊
の
グレ
ナ
ダ
侵
攻
作

峨
は、
レ
ー
ガン
政
権の
将
来
に

高
価
な
ツ
ケ
をつ
きつ
け
る
と
と

に
な
る
ば
か
り
か、
中
長
期
的
に

見て、
西
半
世時
に
お
け
る
ア
メ
リ
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カ
の
威
信
を
大
き
く
傷つ
け
る
結

果
に
な
り
そ
う
だ。

た
ま
た
ま
来
日
し
た
キ
y
シ
ン

ジ
ャ
l
元
米
国
務
長
官
除、
レ
ー

ガン
大
統
領の
中
米
問
題
に
閲
す

る
特
別
委員
会
委
日
長
と
し
て
の

立
場
か
ら
グレ
ナ
ダ
侵
攻
作
略戦
を

支
持
し
て
い
る
が、
すで
に、
メ
キ

シ
ヨ
やコ
ロ
ン
ビ
ア
を
は
じ
め
と

す
る
ラ
テン・
ア
メ
p
カ
諸
国の

み
な
ら
ず、
旧
宗
主
国の
イ
ギ
リ

ス
や
ラ
テン・
ア
メ
9
カ
諸
国
と

結
び
つ
きの
深い
ス
ペ
イン、
フ

ラン
ス
も
強
く
対
米
非
鯵
を
展
開

し
て
お
り、
ア
メ
リ
カ
は
著
しい

輩出
墳に
陥っ
て
い
る。

一
方、
当
都
者で
も
あ
る
キュ

ーバ
の
カ
ス
トロ
議長
は、「
ほ
ん

の
少
数の
m
m
顧
問の
場
合
を
除

い
て
は、
建
設
労
働
者
と
協
力
要

日」
し
か
グレ
ナ
ダ
に
い
ない
の

に、
そ
れ
を
「
山
岳
地
帯
に
五
O

O
人
の
キュ
ーバ
人
がい
た
とい

う
米
国ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
情
報

は
全
く
の
ウ
ソ
で
あ
る」
と
激
し

く
ア
メ
リ
カ
に
迫っ
て
い
る。

今
回
の
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻に
よっ

て、
中
南
米
に
沿
け
る
「
ソ
速の

努
威」
が
除
去
さ
れ
る
ど
と
ろ

か、
ラ
テン・
ア
メ
日
カ
全
域
に

広
が
る
ソ
辿の
影
と
キュ
ーバ
の

精
力
的
な
活
動
に
も
「
説明
威」
を

感
じ
て
き
た
ラ
テン・
ア
メ
リ
カ

の
大
多
数の
国々
を
も、
ア
メ
リ

カ
か
ら
さ
ら
に
離
反
さ
せ
る
で
あ

ろ
う
と
と
は
疑い
ない。

最も得をしたソ連

そ
う
し
た
な
か
で、
六
0
年
代

後
半
以
降、
中ソ
対
立
の
影
響
も

あっ
て
関
係
が
極
度に
感
化し
て

い
た
キュ
ーバ
と
中
国
と
の
問
に

最
近
改
善の
兆
し
が
見
え
は
じ

め、
去
る一
O
月
中
伺
に
は
キュ

ーバ
の
カ
プ
H
サ
ス
外
国
貿
易
相

が
閣
僚
と
し
て
は一
八
年ぶ
り
に

中
国
を
訪れ
た
ば
か
り
で
あ
る。

そ
の
中
聞は、
今
回
の
ア
メ

p
カ
の
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
に
対
し

て、
中
国
外
務
省
の
斉
懐
遼・
報

道
局
長
が一
O
月一一
六
日
に
「
米

軍
の
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
は
い
か
な
る

口
実
が
あ
ろ
う
と
も、
強
固が
弱

国
をい
じ
め
る、
国
述慾
意と
国

家
凶
係の
基
本
的
地
則
を
著し
く

破
援
す
る
羽
織
行
為
で
あ
る」
と

激
し
く
ア
メ
日カ
を
非
緩
し
た。

翌一
O
月二
七
日、
北
京
で
の

中ソ
第
三
次
交
渉に
来て
い
る
ソ

辿
政
府
特
使・
イ
日
イ
チョ
フ
外

務
次
官
と
会見し
た
呉
学
級
外
相

は、
間山
小
平
主
任
とモ
ラン・
ス

ペ
イン
外
栂
と
の一
O
月
三
O
自

の
会
見
に
際
し
て、
「
米
国
は
中

米
諸
国
を
桐
備
す
る
た
め
に
軍
事

力
を
用い
て
き
た。
最
近
は
グレ

ナ
ダ
に
軍
隊
を
送
り、
全
ラ
テン

・
ア
メ
H
カ
諸
国の
憤
り
と
非
難

を
招い
た」
と
さ
え
強
関
し
た。

と
う
し
た
迎
鎖
反
応
除、
米
軍

の
グレ
ナ
ダ
侵
攻
とい
う
局
地
的

限
定
版
争も、
た
ち
ま
ち
大
き
な

国
際
政
治
の
イシュ
ー
に
な
り、

大
国
聞の
新し
いパ
ワ
1・
ゲ
ー

ム
に
影
響
を
与
え
る
とい
う、
現

代
世
界の
特徴
を
示
し
出
し
て
い

”。。だ
が、
短
期
的
に
見
る
な
ら

ば、
今
回の
米
軍
侵
攻
に
よっ

て、
もっ
と
も
得
を
し
た
の
は
ソ

迎
で
あ
る。
K
A
L
機
感
墜
都
件

以
来の
全
世
界
的
な
ソ
辿
批
判の

気
流
は、
今
度は
ア
メ
リ
カ
に
向

か
い、
結
局、
ソ
辿の
暴
挙
も
米

ソ
新
冷
臓
の
産
物
で
あ
る
とい
う

雰凶
気
が
醸
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

し、
ワ
イン
パ
1
ガ
l
訪
中
以
来

固
ま
り
か
け
た
米
中
関
係に
も、

再
び
冷
たい
気
流
が
生
じ
は
じ
め

た
か
ら
で
あ
る。
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